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Ⅰ．は じ め に
本研究の目的の第一段階は，北海道において，とりわけ現代アートに関わる人間が，経済的
に自立しにくい，あるいはできない理由を探ることである。筆者は３人とも実践的な制作研究
をする表現者であり，本研究は表現者の視点からその理由を考察するものである。
本論は，アートと社会が有機的に繋がり，双方向に影響し合い，支え合う関係にあるアメリ
カ合衆国サンフランシスコの状況を調査し，北海道のアート状況の質的向上のために少しでも
有益になる要素を抽出するべくまとめたものである。具体的には，本研究の共同研究団体でも
ある札幌アーチストギャラリーのモデルとなっているサンフランシスコ近代美術館付属アーチ
ストギャラリーの取材をした。そして，アーチストギャラリーが採算ベースで運営できている
背景を理解するために，サンフランシスコとその周辺都市の美術館とギャラリー訪問，そして
美術教育環境の調査を試みた。本論は，その美術状況についてのみ報告する。（写真０１）
サンフランシスコの状況を調査する時は，人口７５万人のサンフランシスコだけでなく，隣接
するオークランド市を初めとする，いくつかの
市町村を合わせた「ベイエリアBay Area」を，
その調査の母体とする方が妥当であろう。ベイ
エリアの人口は合わせて６００万人。人口の規模
から考えると，サンフランシスコ市とオークラ
ンド市，バークレー市等を合わせた人口が札幌
市と同じくらいになり，ベイエリア全体の人口
は北海道と同様と考えていいだろう。しかし，
大きく違うところは，温暖な気候だけではなく，
サンフランシスコのフィナンシャルエリアの経
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（写真０１）サンフランシスコ市内を望む
済規模の大きさに比例して建てられたような中
心部の高層ビルの多さみられるハード面の豊か
さ，そして，何よりも，多くの移民を受け入れ，
多様な思想や文化を共存させているソフト面の
寛容さであろう。もちろん，その母体が，アメ
リカ合衆国の中にあって「世界の都市」として
の地位も併せ持っている点は，北海道と単純に
比較できない部分でもある。（写真０２）
今回の訪問日程は，２００９年３月８日に出発し
１５日に帰国した。６泊８日の行程である。（実
質の活動日は，５日間であった。）今回訪問した場所は，主にベイエリアの北部エリアである。
サンフランシスコ中心部を始め，北西部フォートメイソン地区，オークランド市，バークレー
市，ゴールデンゲート国立保養地，そしてミルバレー市を訪れて関係者にインタビュー取材し
た。残念ながら，ベイエリアの大きな特徴を形作るサンノゼやシリコンバレーエリアは訪問す
る時間がなかった。
まずは，現地のアート状況を網羅的に調査するために，美術館とギャラリーを訪問した。訪
問先は，サンフランシスコ近代美術館，デ・ヤング美術館，市中心部にあるギャラリーを訪れ
た。その報告からはじめる。
Ⅱ．サンフランシスコのアート状況
１．サンフランシスコ近代美術館を中心として
アメリカ西部における２０世紀美術を展示する最初の美術館として１９３５年に創設されたサンフ
ランシスコ近代美術館（以下 SFMOMA）（写真０３）は，名実ともにアメリカ西部の現代美術
を代表する美術館として地域の人々に愛され続けている。１９９５年スイス人建築家マリオ・ボッ
タによる現在の４階建て美術館は，そのユニークな外観から町のランドマークにもなっている。
その周辺地域は高層ビルが立ち並ぶビジネス街でもあるが，このような現代的な建築物がある
一方，CONTEMPORARY JEWISH MUSEUM（写真０４）のような造形的特長を持ったスカ
ルプチャー作品的建築物，１８００年代後半に建てられた教会やモダンスカルプチャーを配した緑
地公園などが混在しており，多様性を重んじる当地の雰囲気を象徴する場所でもある。人間の
表現活動の過去・現在・未来を愛しむ姿勢が地域一帯から感じられ，そこに集う人々は思い思
いにアートを楽しみ，歴史を感じ，人生を謳歌しているように見て取れた。
SFMOMAはまさにアメリカ現代美術の栄誉と実績の見本市であると同時に，世界の現代美
術を網羅するコレクションを持つ重要な美術館である。絵画はジャクソン・ポロック，リチャー
ド・ディベンコーン，ガストン，ジャスパー・ジョーンズ，ゲルハルト・リヒター，マーク・
（写真０２）チャイナタウンにて
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ロスコなどの抽象表現主義の絵画（写真０５）の
ほか，マティス，ピカソ，ピート・モンドリア
ン，ジョルジョ・モランディなどの近代絵画，
メキシコ近現代絵画などを所蔵し，写真ではアダム・ウェストン，スティーグリッツ，ジュリ
ア・マーガレット・キャメロン，マン・レイなど，アメリカ西部ではナンバーワンといわれる
コレクションを有する。建築デザインの部門も西部随一の規模と歴史を有する。近年とりわけ
活況を呈しているのはメディアアート部門であり，ビデオ，CG，Webデザイン，インスタレー
ションのほかさまざまなミクストメディアによる作品が取り扱われている。新人発掘と奨励の
ための SECA ART AWARDの受賞作家の展覧会もこの美術館で毎年行われている。SECA
（Society for the Encouragement of Contemporary Art）は美術館とは独立した市民組織
であるが，ギャラリーディレクター，コレクター，美術館ディレクター，美術評論家，その他
の美術，文化関係者が，選定委員となって精力的に作家のスタジオを訪問し，地元，サンフラ
ンシスコ，サンホゼ，バークレーを含むベイエリアのアートの現状把握に勤めている。これま
で SECAを受賞した新人作家はアーティストとして活躍するとともに，サンフランシスコ美
術大学やカリフォルニア美術大学，アートアカデミー大学などで美術教育に携わりこの地域の
指導的役割をはたしている。地域の人材育成に
美術館，市民組織との連携が大きな役割をはた
している一例と見ることが出来る。
２．デ・ヤング美術館の存在
ゴールデン・ゲートパークは市内中心部から
西に約４キロに位置する，東西に長く伸びる広
大な敷地の公園である。その中に植物園，水族
館，Academy of Sciences などの施設に並び
デ・ヤング美術館（写真０６）がある。ゴールデ
（写真０４）CONTEMPORARY JEWISH MUSEUM
（写真０３）サンフランシスコ近代美術館
（写真０５）マーク・ロスコの絵画
７３
ン・ゲートパークより北に位置するリンカーンパーク内にあるリジョン・オブ・オナー美術館
とあわせてサンフランシスコ美術館と呼ばれている。このデ・ヤング美術館はサンフランシス
コの新聞王マイケル・ハリー・デ・ヤングのコレクションを展示する本館と国際オリンピック
委員会会長だったブランデージのコレクションを展示する「アジア美術館」（西館）からなる。
１８９５年の創設以来，サンフランシスコの文化・芸術のシンボル的施設として１００年以上地域住
人に親しまれている。２００５年に大幅にリニューアルされたその外観は，その是非について地域
住人の間で小さからぬ論争を巻き起こした。現在では周辺地域の環境や景観への配慮が理解さ
れ，地域のランドマークと市民の憩いの場としての役割に貢献している。
その収蔵品はエジプト，ギリシア，ローマ，コロンビア，アフリカから中世，近世，近代，
現代まで多様なコレクションを構成し４０以上の展示室に収められている。研究員が訪れた当時
はアメリカを代表するポップアートの旗手，アンディ・ウォホールの回顧展が開催されていて，
ポップアイコンとしてのウォホールを知ることで当時のアメリカ現代美術とポップカルチャー
の関わりを窺う機会ともなった。
とりわけ近年は，地元で活動する現代美術作
家の絵画，彫刻作品を積極的に収集し展示して
いる。特に室外に展示された数々の彫刻作品
（写真０７・０８）は，遊具として子どもが遊べる
ものであったり，気軽に触れることが出来たり，
作品の内部に入る体験型のものであったりと，
若年層から高齢層まで誰もが一緒に楽しめる作
品が多く展示されている。アンディ・ウォホー
ルの展示といい，一般的に馴染みやすい，美術
的な予備知識や素養がなくても楽しめるという
要素がこの美術館の成り立ちの重要なポイント
である。地域での美術館の役割として，文化的
（写真０６）デ・ヤング美術館 （写真０７）室外に展示された数々の彫刻作品
（写真０８）室外に展示された数々の彫刻作品
７４ 林：アートと社会の有機的な関係をつくる要因についての一考察
価値の発信と合わせ，市民が充実した余暇を過ごすための施設のあり方についてビジョンを持っ
て臨んでいることがわかる。先のサンフランシスコ近代美術館ではより専門的な企画や展示を
行うことに比べ，デ・ヤング美術館の企画や展示を見るとその集客ターゲットは明らかに異な
ることを感じさせる。数多い美術館でそうした住み分けがなされていることは結果として地域
全体の美術の活性化を促していると同時に，地域住民のQOLを向上させる大きな役割を果た
していると言える。
３．ゲリーストリートのギャラリービル
サンフランシスコには，現代美術のみを扱うギャラリーが２００９年の時点で５０以上ある。日本
の大半のギャラリー（貸し画廊／作家にスペースを賃貸しする）との大きな相違点は，これら
のギャラリーはすべて企画画廊で賃貸しは行なわない。さらに，ビジネスとして契約作家の企
画展示，作品の売買，広報，出版などを積極的に行ない，運営している点である。どのギャラ
リーでも，指揮権を持つディレクターの視点が作家選定，作品の傾向，展覧会の主旨などに色
濃く反映され，それぞれのギャラリーが明確な個性を持っている。アートセンター，オールタ
ナティブギャラリー，美術館，出版，など加えると，アートビジネス関連の職業を支える経済
規模は大きい。
この他に，サンフランシスコ中心街には数多くのギャラリーが存在するが，その中でも特徴
的なものが，商業ビルの幾つかのフロアがすべて異なるギャラリーで構成されている仕組みで
ある（写真０９）。それぞれのギャラリーにはキューレター，ディレクターが存在しそのギャラ
リーの持つ作品の傾向を決め，ギャラリーの個性を演出するものであるが，カスタマー側は本
来なら，市内のさまざまな場所に出向いてそうした個性の違うギャラリーを比較検討しながら
鑑賞・商談を行う必要がある。ギャラリーが点在するよりも，さまざまなギャラリーをひとと
ころで訪れることが出来るこの仕組みはカスタマーにとり合理的である。逆にギャラリー側に
もその恩恵は大きいものであろう。日本ではギャラリー探訪といえば，レジャーや趣味，散策
の一環としての側面が強調されがちであるが，まさに市場として，ギャラリーの集合体が日常
的に活用されていることは，日本との大きな相
違点として認識しておくべきことであろう。ま
た，目抜き通りの一角にあるそのビルの３階か
ら６階のフロアすべてが，その抱える作品，提
携する作家の異なるギャラリーの集合体である
ことでサンフランシスコのみならずアメリカ西
部のギャラリーを発信源とする現代美術の最先
端を，この一角でおおまかに体感することが出
来るといえる。
（写真０９）ギャラリビルーの内部
７５
４．周辺地域のアート状況について
サンフランシスコからハイウェイを使い車でおよそ１時間，オークランドにある SWARM
GALLERYおよび PRO ARTSに訪れた。（写真１０）作品は若さと新鮮な創意工夫に溢れ，実
験的でありともすれば挑発的なメッセージを感じさせるものであった。洗練されたイメージに
価値を見出すのではなく，剥き出しになった感性を直接見る側に提示するような力強さを感じ
た。
オークランドという地域は，サンフランシスコと比較すると明らかに経済的に恵まれている
とは言えず，また所謂スラム街に近いような治安の悪い地域も存在する。一見文化的な匂いと
いうものが感じられない地域である。ところが，サンフランシスコを中心とした，現代美術の
地域でのあり方は，蜘蛛の網のように周辺地域に広がっている。それが所謂都市部のみでの現
象ではないことを知り我々は少なからぬ衝撃を受けた。つまりオークランドの中でも市中心部
から相当距離がある地域，または経済規模が明らかに小さい地域，または治安に不安がありそ
うな地域など，一般的にギャラリーとは無縁と思われるようなところにギャラリーが存在し，
先に述べた SFMOMA関連のギャラリーよりさらに草の根運動的な地域での取り組みがなさ
れていた。地域に暮らす作家がそのギャラリーで場所を与えられ作品を制作し，展示し，商談
を行う様子を幾度となくこのオークランドで目にすることが出来た。（写真１１）これは日本で
は考えにくいことであるが，作家はその生命線でもあるアトリエ（制作場所）を得る機会が公
私によらずいたるところで与えられ，アトリエとギャラリーは密接に繋がっていて，ともすれ
ば一体化し街角の一風景となっている。これは作家が作り出した作品が，すぐにでも商業ベー
スに乗ることが可能であることを意味している。つまり作家がその地域にとどまりその作家活
動により経済的に自立できる仕組みが出来上がっているのである。この草の根的な積み重ねに
より人材が流出することなくオークランド，サンフランシスコの現代美術の下支えとなり現在
の活況を導き出している。
（写真１０）PRO ARTSの外観 （写真１１）オークランドのギャラリー兼スタジオ
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Ⅲ．サンフランシスコの美術大学の役割
１．三つの美術大学
サンフランシスコ市内には，米国内でも有名な三つの美術大学がある。設立の古い順から，１８７１
年創立のサンフランシスコ美術大学（The San Francisco Art Institute 略 SFAI），１９０７年
創立のカリフォルニア美術大学（California College of the Arts 略 CCA），そして１９２９年創
立のアートアカデミー大学（The Academy of Art University 略AAU）（写真１２）であるが，
このうち SFAI と CCAを訪問した。いずれも，これまですぐれた人材を輩出し，この地域の
アートコミュニティーの中核として貢献してきた。
２．サンフランシスコ美術大学（The San Francisco Art Institute 略 SFAI）（写真１３）
サンフランシスコ市内北部ロシアンヒルに位置するサンフランシスコ美術大学（以降 SFAI
と記する）は学部４年，大学院２年のコースを持つアメリカ全土で最も古い美術学校である。
閑静な住宅街にある校舎は，サンフランシスコ中心部にある建造物の立地の多くがそうである
ように，坂道の途中，湾を見下ろす位置にある。精巧なレリーフを上部に配したアーチ状の門
（写真１２）アートアカデミー大学の正面 （写真１３）サンフランシスコ美術大学の正面
（写真１４）SFAI の中庭 （写真１５）ディエゴリベラギャラリー
７７
をくぐるとすぐにスパニッシュスタイルの修道
院を思わせる中庭／パティオがあり，（写真１４）
回廊脇には，ディエゴリベラギャラリーがある。
メキシコの画家，ディエゴ・リベラ（Diego Riv-
era １８８６１９５７）がギャラリー北側の壁に直接
制作した巨大なフレスコ画が保存されている
（写真１５）。学生組織が運営し，ここで学生の
作品による企画展が年に１０回ほど開催される。
屋上にはもう一つ別に大きなギャラリーがある。
ウォルター・マクビーンギャラリー（Walter
and McBean Galleries）である。こちらは，学内にあるが，美術館のような位置づけとなっ
ていて，常駐スタッフ３人で運営し，世界的な評価を意識した展覧会を企画，開催しているイ
ンデペンデントギャラリーである（写真１６）。主任学芸員であるマリー・ジョンソン氏にイン
タビューを行なった。（インタビューの詳細については別稿で紹介する予定）
このギャラリーに隣接してカフェがあり，学生にも手頃な価格のオーガニック系のメニュー
が揃えられている。ギャラリーの向いには３００ほどの座席数を持つオーディトリアムがあり，
多くのアメリカの著名なアーティスト，例えば，リチャードセラ（Richard Serra １９３９～），
ローリーアンダーソン（Laurie Anderson １９４７～）らがここで講義やパーフォーマンスを行っ
た歴史がある。頻繁に，現役作家のレクチュアー，パーフォーマンス，実験映画上映などが行
なわれている。学生の制作スペース，スタジオは学内と市中のビルに分散され，充実している。
学生の作品を随時発表，展示するギャラリー以外の空間も学内に機能的に配置されている（写
真１７）。学生のほとんどがアーティスト志望で，高校から直接入学する場合は少なく，すでに
社会経験のある年齢層が多い。学内に美術館，ギャラリー，コレクターなどの美術関係者が出
入りし，学外の現場との関係が密接である。大学はプロ育成を意識して，制作その他の便宜を
配慮し施設のほとんどを２４時間オープンしている（写真１８）。
（写真１６）ウォルター・マクビーンギャラリー
（写真１７）学生用のギャラリースペース （写真１８）SFAI 内の学生制作スペース
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３．カルフォルニア美術大学ワティス校（California College of the Arts The Wattis Institute
略称 CCA）CCACが前身（写真１９・２０）
サンフランシスコ市内東部港湾地区の倉庫街の外れに位置し，元バス工場を改築してつくら
れた巨大な校舎は，まさしくアート工場のようである。この大学にも，大きなギャラリー（モー
ガンギャラリーKent and Vicki Mogan Galleries）が二つあり，専属のキューレターがいる。
その他，別棟ではあるが学生が運営する小さいギャラリースペースが３つあり，展覧会の運営
から作品発表まで実践を通して学べる環境にある。
全部で２０あるコースのすべてが同じ校舎にパーテーションで区切られた状態であるため，他
学科の学生との交流が日常的に出来るようになっている（写真２１）。また，工房や講義室があ
る学内にも，あらゆるところに展示場があり，授業作品などを公開して，随時作品についての
講評会などが行われている。（写真２２・２３）
この学校の最大の特徴は，設置コースの多さと多彩なカリキュラムといえるが，他大学と同
様に現役美術作家の講義がたくさんあり，実践的な授業が行われている（写真２４）。
（写真１９）CCACの正面 （写真２０）CCAC内にあるギャラリー
（写真２１）CCAC内の各コースをつなぐ空間 （写真２２）CCAC内の絵画コー スの制作スペース
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Ⅳ．ま と め
クリエイティブシティ（Creative City）構想に基づく都市計画や文化施策は，今や世界的
な潮流となりつつあるが，その原因と拠り所となったのは，リチャード・フロリダ（Richard
FLORIDA）の著書に示される分析であろう。クリエーティブクラス（Creative Class）とい
う人材，知識労働者層が，「創造性」や「創造力」を発揮し，経済発展や社会の質的向上の原
動力となり中心的役割を担うという主張は，アート分野に関わる人間に，期待と希望を抱かせ
てくれるが，その内実が夢物語ではないことは，フロリダの分析を読めば明らかになる。アー
トに限って言えば，アメリカは，新しい表現を生み出す力とそれを育てる環境，アートマーケッ
ト，アート関連ビジネスの経済規模の大きさに象徴されるように，アートに関わる人間にとっ
ては，依然として，あこがれの地である。とくに，サンフランシスコは，フロリダをはじめと
する多くの研究者が，クリエイティブ度を計る指数で，常に上位にある都市として評価してい
る。ただし，サンフランシスコの高評価は政治，政策主導による結果がもたらしたわけではな
い。アメリカの場合，大きな文化的な変化が起こるケースでもほとんどが民間主導である。た
とえば，１９８０年代，９０年代の都市文化の急激な変化の起因の一つに，アーティストのライフス
タイルが一般建築のデザインに取り入れられた事にある。制作のために大きなオープンスペー
スが必要な作家達は，郊外の倉庫，空きビルの中にスタジオを設け，効率の良い生活空間を確
保するためにその中にロフトを立ち上げた。このスタイルが建築に取り入れられて，ニューヨー
クを始めとするアメリカの大都市で価値のなかった多くの空きビルがロフトとして再開発され
て，スタイリッシュな居住空間として大量に売り出された。種々問題もあるが，その結果，都
市部に人口が移り，生活に付随するビジネスが生まれ，生活の質の向上，地域開発の原動力と
なったのは確かな事実である。このような都市部における居住環境にたいする意識の高まりと
同時に，生活に付随する，食も，単に食べる事から，健康意識，美意識が配慮され，デザイン
される様になった。バークレーのシェパニーズ（注２）に見られるような，地産地消型の食文化の
形成が広まって行った。（写真２５・２６）サンフランシスコではライフスタイルの意識の高まり
（写真２３）CCAC内の学生用ギャラリー （写真２４）CCAC内のファッションコー スの展示風景
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が建築デザイン，食文化，さらにアートにも影響を及ぼし一般市民，様々な企業によるローカ
ルアートの需要が急激に大きくなった。
サンフランシスコ，ベイエリアのアートとアート関連状況は，その創造者，仲介者，需要者
がそれぞれの能力と発展段階で，入り口，居場所を持ちさらに次のレベルに昇って行ける社会
構造，経済構造が文化的エネルギーを生み出す基盤として築かれ整えられている。この基盤の
上に３者が双方向に影響し合い，その結果，非常に高い文化生産力を持って活況を呈している
（写真２７）。
最後に，今後の本研究の考察と次稿への架け橋として，注視点を整理して終わることにする。
まず現代アートの需要としてNPOギャラリーが地域作家の作品を扱い，単独で年間１億～３
億円の売り上げが可能なサンフランシスコのアートマーケットの規模や性質を知ることは今後
の展開にとって重要な指針となるであろう。そしてアートに関わる職業の種類と自立性につい
て，美術館・ギャラリー活動に付随するアートワールドの職業の現状はどうなっているのかを
日米で比較し検討する。今回現地を調査して，美術館の役割として地域を把握しその独自性を
模索，確立し，教育と学習機関として優れたプログラム，企画を多々地域に提供し，地域住民
市民との相互理解を促し展示企画や組織にも民間組織との連携と活発な活動が行われている事
に強い印象を受けた。またギャラリーは，作品
の展示，売買，作家の育成，出版，現代芸術の
普及など複合的な機能も果たしている。日本の
ギャラリー，美術館にもアートを活用した地域
の生活の質の向上を含めた，幅の広い貢献が求
められている。
また教育機関の役割と使命として，北海道の
独自性を前面に打ち出す美術教育がなされるべ
きであり，大学等の高等教育における美術教育
の出発点という意味では，幼児・児童期の美術
（写真２５）サンフランシスコ市内にあるオーガニックスーパー （写真２６）オーガニックスーパーの内部（注３）
（写真２７）プレシディオ公園内にある現代ア トー作品（注４）
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教育の充実も必要であろう。美術についての教育や学びを求め，道内はもとより道外からも北
海道の大学に美術を志す人々を引きつける魅力的で斬新な教育内容と教育方法を試み確立する
こと。それが結果的に北海道における美術の発展を促し，貢献する人材の育成ともなる。また
教員をはじめとする美術関係者が積極的に社会と美術をつなぐ役割を担い実行することが，将
来，美術を志す人々にとって，社会で生きていくための道筋と分野を新たに開拓し，ひいては
実質的な支援となるであろう。
そして現代アートに対する一般市民の意識変革と理解を得るために，アートに限らない他分
野の作家同士のコラボレーションや，メディアとの連携，市民との日常的な接点としてのイン
ターフェース作り，などが考えられる。さらに，作品の流通と作家への報酬システムの変革と
社会の多様なセクターでの地元発の芸術，文化を活用，享受する仕組み作りが重要である事が
サンフランシスコでの調査から解ってきた。最後に，作家が表現の文脈の中で質の高い作品を
生み出すことは必須条件であり、現代アートが社会，経済的にも力を持つ動きとなる要因でも
ある。本研究の研究員が作家としても，各々の制作や表現を研鑽し，高いレヴェルの成果を，
コミュニティーや社会に問うこともその一環として強く求められている。
（本研究は，北翔大学北方圏学術情報センタープロジェクト研究の助成を受けて行われた。）
（注１）視覚芸術家，札幌アーチストギャラリーディレクター，ポルト・プロジェクト研究員
（注２）Chez Panisse １９７１年開店のオーガニックレストラン
（注３）「レインボー」という名称のオーガニックスーパーで，すべての商品が有機農法や無
農薬で作られた食品や日用品である。品揃えも豊富である。
（注４）アンディー・ゴールズワージーの作品。病気で伐採された公園内の樹木を再利用した。
周辺には幼木が植樹されて林の再生を行なっている。このようにサンフランシスコで
は公共とアートが密接な連携プレーを達成し，双方にメリットをもたらしている。
８２ 林：アートと社会の有機的な関係をつくる要因についての一考察
